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★今月
こんげつ

の星
ほし

もよう★ 
 ９月

がつ

の宵
よい

の頃
ころ

、天頂
てんちょう

付近
ふ き ん

の高
たか

い所
ところ

では夏
なつ

の大三角
だいさんかく

が輝
かがや

いていますが、低
ひく

い所では、夏の代表的
だいひょうてき

な星座
せ い ざ

のさそり座やいて座が南西
なんせい

の空
そら

に移
うつ

り、やぎ座やみず

がめ座、みなみのうお座など秋
あき

の星座が南東
なんとう

の空に昇
のぼ

ってきます。 

ギリシャ神話
し ん わ

では、やぎ座は上半身
じょうはんしん

がヤギで下
か

半身

が魚
さかな

の姿
すがた

をした牧神
ぼくしん

パーンの姿だとされ、みずがめ

座は、大神
おおかみ

ゼウスの酒
さけ

を注
そそ

ぐガニメデスの姿と言
い

われ

ています。みずがめ座のすぐそばの、南
みなみ

の低い空にポ

ツンと輝く明
あか

るい星は、秋の星空唯
ゆい

一
いつ

の１等
とう

星
せい

フォーマ

ルハウトです。フォーマルハウトはみなみのうお座の

α
アルファ

星で、「魚の口
くち

」という意味
い み

を持
も

ちます。それより

東
ひがし

の少
すこ

し高い所には 0.6等の明るい土星
ど せ い

が輝いています。 

★月食
げっしょく

のしくみ★ 
 ９月８日に、日本

に ほ ん

全国
ぜんこく

で皆既
か い き

月食
げっしょく

が見
み

られます。「月食」とは

月
つき

が地球
ちきゅう

の影
かげ

に隠
かく

れる現象
げんしょう

で、

「皆既」がつくと月が全
すべ

て隠れる

現象を指
さ

します。では、月食とは

どのような仕組
し く

みで起
お

こるので

しょう。 

 地球や月は太陽
たいよう

の光
ひかり

を反射
はんしゃ

し

て輝きますが、地球が太陽に照
て

らされると、宇宙
うちゅう

空間
くうかん

には太陽の反対側
はんたいがわ

に地球の影ができます。満月
まんげつ

の時
とき

に月がこの影の中
なか

を通
とお

り、月が欠
か

け

て暗
くら

くなったように見えるのが「月食」です。しかし、月の公転
こうてん

軌道
き ど う

は地球の公転軌道に対して５度
ど

傾
かたむ

いており、

満月は地球の影より上下
じょうげ

にずれたところを通ることが多
おお

いため、満月の時に必
かなら

ず月食が起きるわけではありま

せん。今回
こんかい

は、太陽-地球-月が一直線
いっちょくせん

に並
なら

ぶので月食となります。なお、地球の影には、太陽光
こう

がほぼ遮
さえぎ

られ

た濃
こ

い影の「本影
ほんえい

」とそれを取
と

り囲
かこ

む薄
うす

い影の「半影
はんえい

」があり、月が半影に入
はい

ることを「半影食
はんえいしょく

」、月の一部
い ち ぶ

が本影

に入ることを「部分
ぶ ぶ ん

食」、月の全部
ぜ ん ぶ

が本影に入ることを「皆既食」と言います。また、太陽の光の中でも波長
はちょう

が長
なが

い赤
あか

い光は、地球の大気
た い き

によって曲
ま

げられて（屈折
くっせつ

して）月まで届
とど

きます。そのため、月食中の月は皆既食の際
さい

も、

真
ま

っ暗
くら

にはならず、赤っぽい色
いろ

になります。 

今回の月食は８日の午前
ご ぜ ん

１時
じ

２７分
ふん

から部分食が、午前２時３０分から皆既食が始
はじ

まりますので、観察
かんさつ

する際は

７日の深夜
し ん や

から南西の方角
ほうがく

を見てみてください。 

 ★土星
ど せ い

が見
み

ごろ★ 

 ９月２１日に土星が「衝
しょう

」を迎
むか

えます。「衝」とは、太陽系
けい

の天体
てんたい

が地球から見て太陽と真反対に位置
い ち

する瞬間
しゅんかん

のことです。このとき、土星は地球に最
もっと

も近
ちか

づくので０．６等と明るく見え、一晩
ひとばん

中
じゅう

上
あ

がっています。 

 土星の環
わ

は約
やく

１５年
ねん

の周期
しゅうき

で地球から見た傾
かたむ

きが大
おお

きくなったり小
ちい

さくなったりしています。今年
こ と し

の１１月

下旬
げじゅん

には環の傾きが小さくなり、地球から見て環が真横
よこ

になって、環がたいへん薄いため見えなくなるという

現象が起こります。この時期
じ き

、環が細
ほそ

くなっていく土星の姿を観察してみましょう。 

 

☆9月のプラネタリウムの内容
ないよう

については、別
べつ

刷
ず

りの「投影
とうえい

案内
あんない

」をご覧
らん

ください 

☆プラネタリウムのお休み 9／1（月）、8（月）、16（火）、17（水）、22（月）、24（水）、29（月） 

みなみのうお 

9 月 15 日 21：00 

 ↑ 
土星 

  ↑ 
フォーマルハウト 

豊川市ジオスペース館 

SteraNavigator/アストロアーツ 



 

２９日１８時２０分頃
ごろ

、月面の下図
か ず

３つのクレーター

が横
よこ

から太
たい

陽光
ようこう

に照
て

らされ、 X
エックス

の文字
も じ

が浮
う

かび

上
あ

がっているように見
み

える現象
げんしょう

が起
お

こります。天体
てんたい

望遠鏡
ぼうえんきょう

を持
も

っている方
かた

は観察
かんさつ

してみましょう。  

 8日（月）    満月
まんげつ

 （コーンムーン） 

   皆既
か い き

月食
げっしょく

 皆既食開始
か い し

２時
じ

３０分
ふん

 

12日(金)  月
つき

とプレアデス星団
せいだん

が接近
せっきん

 

14日（日）      下弦
か げ ん

 

21日（日）     土星
ど せ い

が衝
しょう

 

22日（月）    新月
しんげつ

 

23日（火）  秋分
しゅうぶん

の日
ひ

 

30日（火）      上弦
じょうげん
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げつめん

 X
エックス

 

9月中旬 21時頃の星空 

土星 
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★ 9月の主な天文現象 ★  
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